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参考資料１．取手市移動円滑化基本構想策定委員会 置要綱等

１　取手市移動円滑化基本構想策定委員会 置要綱

（ 置）

第１条　市の移動円滑化に関し， 画立案のための調査及び研究を行い，取手市移動円滑化基本構想

を策定するため，取手市移動円滑化基本構想策定委員会（以下「委員会」という。）を 置する。

（所掌事務）

第２条　委員会は，取手市移動円滑化基本構想の策定に関して必要と認められる事項の調査及び研究

を行い，その結果を市 に提 するものとする。

（組織）

第３条　委員会は，委員１５人以内をもって組織する。

２　委員は，次に掲げる者のうちから，市 が委嘱し，又は任命する。

（１）移動円滑化に関し優れた 見を有する者

（２）移動円滑化に関係する機関の代表者

（３）市民

（４）市職員

　（任期）

第４条　委員の任期は，第２条に 定する所掌事務が終了するまでの期間とする。

　（委員 及び副委員 ）

第５条　委員会に委員 及び副委員 を置く。

２　委員 は委員の互選によってこれを定め，副委員 は委員のうちから委員 が指名する。

３　委員 は，委員会を代表し，会務を総理する。

４　副委員 は，委員 を補佐し，委員 に事故あるとき又は欠けたときは，その職務を代理する。

（会議）

第６条　委員会の会議（以下「会議」という。）は，委員 が招集し，委員 が会議の議 となる。

２　会議は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。

３　会議の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数のときは議 が決するものとする。

４　委員 は，必要があると認めるときは，会議に委員以外の者の出席を求め，説明若しくは意見を

聴き，又は資料の提出を求めることができる。

（連絡会議）

第７条　委員会の業務に関し，市の内 において調査検討を行うため，取手市移動円滑化基本構想策

定連絡会議（以下「連絡会議」という。）を置く。

２　連絡会議の構成員は，市職員のうちから市 が別に定める。

３　連絡会議は，委員会が指定する事項について調査及び協議を行い，議 は，その結果を委員会に

報告するものとする。

（庶務）

第８条　委員会及び連絡会議の庶務は， 市整備 において処理する。

（その他）

第９条　この要綱に定めるもののほか，委員会の運営について必要な事項は，委員 が委員会に諮っ

て定める。

付　則

この要綱は，平成１４年８月１日から施行する。
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２　取手市移動円滑化基本構想策定委員会名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 15 年３月現在（敬称略）

◎石田　　東生 筑波大学第三学群社会工学 社会工学系教授学⅜経験者

○大澤　　義明 筑波大学第三学群社会工学 社会工学系教授

　福島　　文男 東日本旅客鉄道株式会社東京支社企画調整

　小野里　忠士 関東鉄道株式会社鉄道

公共交通事業者

　山口　　洋志 大利根交通自動車株式会社自動車

　 野　　正夫 国土交通省常陸工事事務所道路管理第二

　北 　　新平 茨城県 市 画

道路管理者

　山口　　雅夫 茨城県竜ヶ崎土木事務所

公安委員会 　吉野　　幸治 茨城県 察本 交通 制

　関　　　良雄 取手市社会福祉協議会副会

　大野　　仁平 取手市身体障害者福祉協議会会

　染野　　和成 地域に活きたい障害者の会代表

ᾁ齢者・障害者

関係団体

　沢田　　国弘 取手市 齢者クラブ連合会会

　大澤　　健治 取手市助役取手市

　 塚　　　治 取手市 市整備

　　※◎は委員 、○は副委員 を示す。

３　取手市移動円滑化基本構想策定委員会の開催経緯

開催日 議題

第１回委員会 平成 14年 10月 18日（金） １）取手市移動円滑化基本構想策定の目的と背景

２）調査全体フローと暫定重点整備地区の実態調

査結果

３）市民アンケートの調査内容

第２回委員会 平成 15年１月 28日（火） １）市民アンケート及び現地点検調査の結果

２）移動円滑化に関する目標と基本方針

３）重点整備地区（案）の 定と特定事業 画

第３回委員会 平成 15年３月 20日（木） １）取手市移動円滑化基本構想（素案）

２）パブリックコメントの実施状況

４　基本構想（素案）に対するパブリックコメントの実施

　　・実施時期：平成 15年３月

　　・実施方法：ホームページ、市役所窓口での公表

５　 市Ầ画審議会への報告

　　・日時：平成 15年３月 25日（火）
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参考資料２．バリアフリー 齢者等アンケート 査の概要

　　取手市移動円滑化基本構想を策定するにあたり、 齢者、身体障害者及び 齢者・身体障害

者でない市民の日常生活のなかで意 している問題・ 題を把握することを目的に実施した。

　　○実施時期：平成 14年 11月 15日（金）~平成 14年 11月 27日（水）
　　○調査方法： 送配付及び 送回収

　　○配付数及び回収状況

　　　・身体障害者：配付数 500票、回収数 215票（回収率：43.0％）
　　　・ 齢者（65歳以上）：配付数 500票、回収数 241票（回収率：48.2％）
　　　・ 齢者・身体障害者でない市民：配付数 500票、回収数 270票（回収率：54.0％）
　　　・総配付数：配付数 1,500票、回収数 758票（回収率：50.5％）

　　　　■アンケート調査項目

視点 調査項目

1)身体障害者、ᾁ齢者、市

民の日常交通行動につい

て

①よく利用する公共施

②よく利用する病院や診療所

③日常の 料品や日用品などの買物に出かける場所

④公共施 や病院、お店までの主な交通手段

2)取手駅東西口周辺の交通

施 に関する身体障害

者、ᾁ齢者、市民の問題

意⅜について

①取手駅東西口周辺の歩道、交差点等の安全性

②取手駅東西口周辺のバス停留所やタクシー乗降場の安全性

③取手駅構内の改札口や切符売り場、通路、トイレ等の安全性

④取手駅東西口周辺の史 や公共施 までの案内表示の整備状況

3)ᾁ齢者、身体障害者の外

出状況と外出 害要因に

ついて

①病院や診療所、買物・娯楽目的などの外出頻度

②外出の自由度と外出できない理由

③外出 害の有無と利用できない公共施 名、 害理由

④福祉循環バスの利用状況と利用したことがない理由

4)バリアフリー推進に関す

る市民の意⅜について

①バリアフリー推進に当っての重要度

5)回答者の属性 ①回答者の年齢、性別、障害の有無とその状況、居住地区
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参考資料３．バリアフリー現地点検 査の概要

　　車いす使用者、視 障害者、聴 障害者、 校生のボランティアなど総勢 43名で、取手駅構
内や取手駅周辺の交通施 等の「実態や使い勝手」について現地調査を次のようなスケジュー

ルで実施した。

　　取手駅周辺を３班に分かれて現地点検後、その結果をバリアフリーマップとして作成し、各

班の代表者が発表して問題・ 題を共有することができた。

　　今回のバリアフリー現地点検調査で整理した問題・ 題などは、基本構想策定のためのデー

タとして活用した。

　　調査日：平成 14年 11月 17日（日）

　　　　■バリアフリー現地点検調査のスケジュール

 
オリエンテーリング 

現地点検調 査 

ワークショッ プ 

取手市役所2

13：00~13：20 

取手駅構内 
取手駅東西口 
13：40~14：252

取手市役所 
14：50~15：502

1．2日程及び現地点検内容の説明2

2．2グループミーティング2

1）自己紹介22 2）点検コースと内容の確認2

3）役割分担（介助者・記 者等） 

【１班】取手駅構内点検コース2

東口改札口→常磐線（千代田線ホーム）→JR 西口改札2 2

→関東鉄道改札からホーム→西口ペデストリアンデッキ2

→エレベーターで交通広場→ギャラリーロードで東口へ2

2

【２班】西口の交通広場付ṏ点検コース2

駅東口→ギャラリーロード→ボックスヒル１Ｆから３Ｆ2

→ペデストリアンデッキ→とうきゅう店内→とうきゅう１Ｆ2

→西口交通広場→バス・タクシー乗り場→Ṓ行2

→国道 6号方面→ギャラリーロード→東口へ2

【３班】駅東口周辺の点検コース2

東口改札口→タクシー乗り場→カタクラショッピングセンター2

→Ṓ行→ 禅寺方面→東口交通広場→バス乗り場2

→駅東口切符売り場

1． バリアフリーマップの作成 
悪い点（ ），良い点（ ），その他気づいたことがある点（ӝ色）で

地図上に示す。 
2． 問題点・ԏ題点の発表 

 

バス移動 

バス移動 

現地点検の様子

ワークショップの様子


